
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡第五小学校区地域コミュニティ協議会  075-748-9620 

 

令和４年７月 1 日発行  第 3８号 
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来ぬる 旅をしぞ思ふ」 伊勢物語（句頭が か・き・つ・ば・た）

ば）      」  古今和歌集 

 

 
 

令和４年 度コミュ ニ ティ協議 会総会を ， ５月末に 文書 配布 で 開催しま した。令 和 ３年度は、
新型コロ ナウイル ス 感染予防 のため自 粛 せざるを えない活 動 もありま したが、今 年度は感染
予防対策 を図り、各 部会を中 心にコミ ュ ニティ活 性化に向 け た活動を 強化して い きます。皆
様方のご 理解とご 協 力をお願 いします 。  

令和３年度報告 (主なもの)             令和４年度計画 (主なもの) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4 月 7 日、 1 学 期 の始業 式の 日に 「子

ど も の 交 通 事 故 防 止 推 進 運 動 」 を 実 施

しまし た。  
 

この活 動は 、平 成 24 年 亀岡 市で 集団 登

校の小 学生 の列 に車 が突っ 込み 10 人

の死傷 者を 出し た「 亀岡暴 走事 故」を き

っ か け に 、 長 岡 京 市 で も 地 域 の 協 力 で

各 学 期 の 始 業 式 の 日 に 、 子 ど も た ち の

交通安 全を 願っ て実 施して いま す。  

と く に 最 近 は 、 多 く の 住 民 の 皆 さ ん が

毎朝交 差点 に立 つや ，集団 登校の班に↗  

 
付 き 添 う な ど の 見 守 り を し て い た だ い

て い ま す 。 子 ど も た ち も 安 心 し て 登 校

で き て い る と 思 い ま す 。 こ れ か ら も 地

域 の 皆 さ ん の ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い

します 。  

 

上；さくら満開

の長五小前 

左 2 枚；海印寺

バス停西側交差

点で児童の安全

を見守っていま

す 

 

 

最後に参加した

130 人全員で集



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹林再 生ボ ラン ティ アは 、今 年度 も竹 の

子堀り から 始ま りま した 。昨 年一 年み ん

なでが んば って 竹林 整備 、竹 の子 栽培 の

世話を した ので 、今 年も多 くの 竹の 子が

採れま した 。  

今年も 竹の 子堀 り、 親竹育 成、 竹切 り 、

肥料や り 、土 入れ な どの作 業を がん ばっ

て、竹林 再生 に取 り 組んで いき たい と思

います。  
 

竹林再 生は ，近隣 の 皆さん には 放置 竹林

がなく なっ て喜 んで もらえ ，整備 され た

竹 林 は 雨 水 を 有 効 に 地 下 水 と し て 還 元

し，伐採 した 竹は 建 材や日 用品 の材 料と

して使 え ，春 の竹 の 子はお いし い食 材に

なりま す。  
 

10 年前 に始 まっ た この竹 林再 生は ，最

初に手 掛け た「 河陽 が丘」地区 だけ でな

く「こ がね が丘」地 区にも 広が って いま

す。その ため 現在 の 皆さん だけ でな くさ

ら に 多 く の 「 竹 林 再 生 親 子 ボ ラ ン テ ィ

ア」の皆 さん のご 協 力をお 願い しよ うと

考えて いま す 。親 御 さんと 児童 で竹 林の

整備を して いた だく ととも に ，春 には 竹

の子堀 りを お楽 しみ いただ けま す。  

説 明 会 や 募 集 の 詳 細 は 9 月 以 降 に ご 案

内しますので，奮って応募ください。  

 
環境部会

不要な竹
を切り，
猪除けの
柵を作っ
て，竹林
の整備を
しました 

出てきた
竹の子を
掘ります 

たくさん
収穫でき
ました 

取れた竹の
子は，五小
や四中の児
童・生徒の
皆さんにも,
給食として
楽しんでい
ただきまし
た 

河陽が丘
の再生竹
林です 

今 年 5 月 竹 林 再 生 で 甦 っ た 竹 林 で ，

「すく すく 教室 」で 募集し た親 子の 皆

さんに ，竹の 子掘 り を楽し んで いた だ

きまし た。  

今年は 豊作 で ，た く さんの 竹の 子を お

土産と しま した 。  

竹の子の探
し方や，掘
り方の説明
を受け，さ
あ開始です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

2018 年 21 号台風と集中豪雨で，一夜

に し て 近 く の 走 田 神 社 の 鎮 守 の 森 が 消

滅しました。美竹台西側の山の斜面に土

砂崩れも起こり、美竹台町内自主防災会

の活動として始めたのが「裏山を歩こう

会」です。  
 
毎月１回  皆んなで 2 時間程度、美竹台

の裏山を歩いて防災上の安全確認をして

います。昨年度は計 10 回、延べ 126 人

の参加があり，危険箇所の確認と共に、

健康作りと交流親睦も行っています。  
 
実際に災害が起こった時に，頼りに なる

のは地域住民の絆です。歩こう会の地道

な活動で防災意識の高揚と、安全・安心

チェックをしていきます。他地域の皆様

の参加も大歓迎です。  
 
<連絡先 >：松下 勉 (955-8959)・樺 沢徳 治

(957-7118)・ 長濱 定子 (955-3304) 

美竹台町内自主防災会

サポートの
人から，竹
の子掘りの
コツを教え
ていただき
ました。 
親御さんと
一緒に楽し
いひと時を
過ごしまし
た 

最後に参加した 130
人全員で集合写真を
撮りました 

「裏山を歩こう会」

の例会で，防災上

の危険個所を，月

1 回，これまでで

35 回以上見て回

りました 

 

下は，歩こう会の参

加募集ポスター 


